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会社概要

代　表　者 ● 代表取締役社長　玉村 隆平
本社所在地 ● 尼崎市
事 業 内 容 ● 塗料・顔料・合成樹脂などの

製造、加工および売買
その他、付帯関連する一切の事業

従 業 員 数 ● 404名 うち障害者数7名　
（知的障害2名、身体障害4名、
精神障害１名）

ホームページ ● http://www.shintopaint.co.jp

我が社の
障害者雇用

神東塗料株式会社

さわやかな環境の提案

障害者雇用について人事担当者にインタビュー

障害者雇用推進のきっかけ・経緯は？
　2006年10月頃に当社の障害者雇用が法定雇用の基準であ
る1.8％を下回りそうな状況となり、この状況を2007年4月まで
に改善できるよう全社的に雇用推進する事となりました。しかし
受け入れ先として考えていた各事業所・部門からは「管理に手が
掛かる」「やってもらえる仕事がない」など否定的な意見が多く、
受け入れには消極的でした。そこで発想の転換をお願いし、自分
の職場ではどのような事なら障害者の方に任せても大丈夫なの
かという視点で検討し、その内容を提出するようお願いしました。
　その結果として、多数の社員が日常でこなしているコピー取り・
発送作業・簡単な入力作業などの軽微な雑務であればそれを集約してお願いできるのではという
結論となり、雇用へと繋がったのです。

インタビューに応える人事担当者

上記の理念のもと、地球環境保護のための環境対応型塗料の開発及び環境保全に
積極的に取り組んでまいりました。

これからも品質、安全、環境対応について優先的に取り組んで、社会に貢献してまいります。
また、環境負荷の少ない商品を購入するためにグリーン調達を実践しております。
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　前記に述べたとおり各事業所・部門から吸い上げた雑務や軽作業に従事できる人材を確保で
きるようにハローワークに相談させていただきました。仕事のピックアップをしてから探してい
ただいているので無駄がなく、応募者がどのような人材なのかということも事前に確認するこ
とが出来ました。
　我々も色々なセミナーに参加させていただき障害者雇
用についてはある程度の知識はありました。しかしハロー
ワークの担当者の方は日頃携わっておられるだけに、障害
ごとの特徴や傾向・対策の方法などもより詳しく把握され
ていると感じました。後日、当社にて面接を行い採用させて
いただいた際にもその知識は役立ったと思います。

　デスクワークとして専用端末への簡単な入力作業、資料の出力や配布、制服など備品の管
理、資料作成の際に必要な検索作業などに従事しています。その他にも工場内で使用している
ドラム缶の収集や物流へ荷物を運ぶなどの運搬作業。実験で計測された塗料の粘度やＰＨなど
の数値を記録したり、実験器具を整備・洗浄・補充したりする実験補助。また、室内の清掃・ゴミ
の回収といった清掃作業の職務にも従事していただいております。

　当初、我々が持っていた障害者に対するイメージは「扱いにくいのではないか？」、「仕事を与え
てもきちんとできないのでは？」などというマイナス面でした。もちろん職場への受け入れも不
安に思っておりました。しかし実際に来ていただき話をしてみると意思の疎通も問題なくできま

すし、丁寧に説明をすればしっかりとした仕事が出来る能力があ
るという事に気付きました。この事からもわかるように大事なの
は認識の転換とコミュニケーションの取り方だと思います。
　当社は構内も広くバリアフリー化が進んでいないところもあ
り、足が不自由な方には多少なりの負担をかけてしまいます。特
に段差や階段・移動距離の長さなどは不便に感じているでしょ
う。しかし、この問題を解決するためには設備投資や他の従業員
を巻き込んだ大掛かりな環境改善をしなければなりませんので
簡単にはいかないというのが実情です。今後の課題として検討
していこうと思います。

　障害者の方を受け入れる部門には事前に教育するようにしています。どのような障害がある
のか、それによりどのようなフォローや対応が必要なのかなどを検討し、決定事項を社員に徹底
するよう指示しております。これは障害者の方に区別・差別を感じさせず、働きやすい職場とし
ていかに認めてもらえるかということに役立っていると思います。現に長年、意欲的に勤務され
ている方も多いのです。これは社員たちの意識の持ち方が良い形となって表れた結果であると
認識しております。

採用はどのように？

採用された方はどのような職種に就かれていますか？

障害者雇用で感じたこと、今後の課題は？

雇用管理・サポート体制などで工夫されている事は？

インタビューに応える人事担当者

デスクワークの様子
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勤務されている方へのインタビュー

　平成１９年４月１６日からです。ハローワークの募集をみて面接を
していただきました。

　上司から送られてくるプリントの内容をパソコンの定型フォームに
入力する作業や制服の手配・配布といった管理の仕事を主に担当し
ております。
　それ以外にも依頼があればパソコンで検索した内容を資料にまと
めたりするなどの補助作業もしております。

　部門にも良い影響が出ており、社員が共に助け合うという意識が芽生え、周りの人への気遣
い・目配りが自然と行える職場になっています。障害者に対する偏見が消え、仲間として認識す
ることで職場の団結力もより一層強くなっています。こういった助け合いの精神が我社の社風
になりつつあると感じています。

　まずは先入観を持たずに前向きな発想をするということです。「障害があるからこんなことは
出来ない」というマイナスのイメージをするのではなく「どのようなことであれば任せることが
出来るか」という発想をしてください。
　そして障害の部分に関しては理解を示し、それぞれ適切な対応をする必要があります。耳が
不自由であれば大きな声で口を大きくあけてゆっくり話すというような事です。その様に対応し
た上で障害者として区別・差別しなければ健常者と同じような働きが出来る方もたくさんいらっ
しゃいます。
　通常の職場であれば大多数が健常者で占められています。その中に入って仕事をするという
ことは障害者にとって疎外感を感じる場なのです。それを出来る限り感じさせないために本人
とじっくり話し、お互いの理解を深め、声掛けなどを励行しコミュニケーションをしっかりとれる
ような環境に変えなければいけません。根気のいる事ですが、定着していただくためには必要
な事なので頑張ってください。

最後に、これから障害者雇用に取り組もうとしている企業へのメッセージをお願いします。

いつからこの会社に勤めていますか？

どのような仕事に従事されていますか？

　自分の障害に合わせた仕事を与えてもらい、自分のペースで仕事をさせていただいている事
に感謝しています。仕事で困ったときには同僚がサポートしてくださいますし、本当に良い会社
に入ったと思います。

この会社に勤めて良かったと思う事は？

　いつまでも元気に働けるようにしたいというのが目標です。足が不自由なので痛みで動け
なくなるまでは頑張りたいと思います。
　今後はパソコンを使い、自分のアイデアを企画書に出来ればと考えています。

今後の自分への課題・目標などあれば教えてください。

インタビューを受けるSさん


